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CONTENTS

　第５９回浦添市医師会定時総会が、６月２８日（月）１９時から浦添市医師会事務局にて
開催された。
　司会の平良事務局長より、会員数２６８名のうち２３８名の委任状を含む出席による本総
会成立と、上程された全ての議案について決議が可能との報告があり、開会が宣言された。
　続いて洲鎌盛一会長の挨拶の後、議長の選出が行われ、議場に諮ったところ執行部案の
洲鎌盛一会長が選出された。

第５9回 定時総会

１.開会宣言
２.会長挨拶
３.議長選出
４.議事
第１号議案　令和２年度（第２９期）事業報告承認に関する件（満場一致で承認）
第２号議案　令和2年度（第２９期）決算報告承認に関する件（満場一致で承認）
第３号議案　その他　新型コロナウイルスワクチン接種の件
　　　　　 （集団接種の平日・祝日の実施協力依頼ならびに浦添総合病院健診
　　　　　　センターでの個別接種実施期間の延長について）

以上をもって議長より本総会の議事を終了した旨が述べられ閉会した。

・議決権のある当法人会員総数：268名
・総会員の議決権の数：268個
・出席会員数（委任状によるものを含む）：238名
・この議決権の総数：268個

浦添市医師会報　2021年（令和3年）秋号　通算第86号　令和3年5月～8月

第５９回浦添市医師会定時総会

浦添市新型コロナウイルスワクチン集団接種実施中！！

令和３年度（第２３回）浦添市医師会学術奨励賞発表会・表彰式

抄録・スライド

浦添市在宅医療ネットワーク第１４回総会報告

『浦添市医師会への挨拶状』 

『サンパーク胃腸内科クリニック 開院致しました』 

『新米開業医としてどんどんチャレンジして参ります！』 

病院だより

入会・退会・異動報告

理事会報告

事務局からのお知らせ

編集後記

浦添市医師会提供ラジオ番組
「ゆんたく健康トーク」出演予定

くららクリニック 院長 田中 由香子先生

サンパーク胃腸内科クリニック 院長 山城 惟欣先生

ありんクリニック小児科 院長 松田 竹広先生

01

02

03

26

28

29

30

31

32

34

36

38

新入会会員寄稿

新開業会員寄稿
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日時：令和３年６月２８日（月）１９：００　　　
場所：浦添市医師会事務局

第５9回浦添市医師会定時総会

表紙の写真

　沖縄の方言で、サンゴ礁に囲まれた浅い海のことをイノー
といいます。イノーは昔から「海の畑」などといわれ、小魚・貝 
海藻など、海の幸などを与えてくれる豊かな場所として大切
にされてきました。
　当初この西海岸道路の開発は全区間２．５km を埋め立て
て造られる予定でしたが、多くの地元住民から親しまれてい
ることや、浦添市内の小・中学校等がこの海で実施している
「里浜づくり活動」の継続、貴重な自然海岸とイノー（礁池）保
護等のため道路の一部区間は橋梁道路での建設となり、橋
には地元で昔から親しまれている「カーミージー橋」という名
前がつけられました。
　環境保護の一部を担っているこのカーミージー橋から北を
望むと、東シナ海に突き出た読谷半島が遠くに見え、気持ち
の良い景色が広がります。南に進んでいくと右側に広がる雄
大な海に目を奪われます。また、サンエー浦添西海岸パルコ
シティでショッピング等も楽しめます。
　秋へと向かう過ごしやすいこれからの季節、美しいイノー
の海を眺めながらドライブ等されてみてはいかがでしょうか。

～イノーを望む～

（＊サンエー浦添西海岸パルコシティ屋上より撮影）



03浦添市医師会報　第８6号

医師による予診 看護師によるワクチン接種

薬液充填の様子 接種後の健康観察フロア

　7 月 14 日（水曜日）午後 7 時より浦添市医師会事務局にて開催されました。コロナ
感染拡大時期のため、発表者のみ参加で行われました。今回初めての ZOOM 併用の
ハイブリッド開催のため混乱が予想されましたが、事務局の周到な準備と演者の協力によ
り、開催時間を延長することなく予定通り終了することができました。
　演題は 10 項目で、医師 1 名、看護師 4 名、心理職 1 名、放射線技師 1 名、理学
療法士 1 名、事務 2 名でした。演題の中にもコロナに関するテーマが 2 演題あり、新型
コロナウイルス疑いの患者を直接外来で引き受ける臨床の現場の苦労が伝わってきまし
た。同じ医療者として感謝と敬意を感じました。
　発表終了後は洲鎌盛一浦添市医師会長に講評をしていただき、会場に参加された発
表者の表彰と記念撮影を行い終了となりました。
残念ながら懇親会はコロナのため中止とさせて頂きました。
　次年度の案内を最後にさせて頂きます。この浦添市医師会学術奨励賞発表は浦添市
医師会所属の医療機関及び付属福祉・介護関連施設で、令和 3 年度に発表した学術
論文、学会や院内研究会の発表等を対象としております。時期が来ましたら演題募集の
案内をいたします。コロナ下の影響で通常の学会もＷＥＢ開催が主流となり、現地で発表、
交流、意見交換の機会が損なわれておりますが、自宅待機の時間を有効に利用され、
医学の求道心を燃やし、更なる向上を目指し、来年はより多くの演題数をお待ちしており
ます。

浦添市新型コロナウイルスワクチン集団接種実施中！！

　去る５月８日（土）より開始されました浦添市新型コロナウイルスワクチン集団接種ですが、
当会会員施設の医療従事者等の皆さんのご協力により、毎週土･日曜日を基本に現在も実
施されています。（＊令和３年１０月現在）
　安定した接種場所の確保や接種枠数の拡大を図る目的から、６月下旬より「浦添市カル
チャーパーク立体駐車場」内に常設の接種会場を設営し、現在は一日当たり１,２００名の接
種が可能となっています。
　これまでにこの集団接種に協力いただいた医療従事者等の皆さんの数も５０施設以上・
３００名を超え、当会会員施設各位と浦添市による「病・診・行」連携のひとつが具現化され、
大きな混乱もなくスムーズに集団接種が実施されています。
　沖縄県や各市町村による集団接種の形態は様々ですが、浦添市では一極集中型として
大規模接種会場での集団接種と各医療施設での個別接種の二本柱でワクチン接種施策が
進んでいます。
　昨年から続く新型コロナウイルス感染症との闘いですが、このワクチン接種を切り札とし
て、一日も早い収束を願いたいものです。
　集団接種は１１月を目途に現在の会場での実施を一旦終了とする運びですが、今後の
ブースター接種（３回目接種）への対応等、今後の浦添市のワクチン接種計画に歩調を
合わせながら接種事業が進められていくものですので、今後も継続した会員施設各位によ
るご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
（＊次号以降も実施状況等をご報告いたします）
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令和３年７月１４日（水）１９：００
場所：浦添市医師会事務局・ZOOM

比嘉　明学術・生涯教育担当理事

令和3年度(第23回)浦添市医師会
学術奨励賞発表会・表彰式

浦添市医師会事務局
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発表の様子学術・生涯教育担当理事 比嘉明先生開会挨拶

洲鎌盛一浦添市医師会長
ご挨拶 

会場での記念撮影

会場で発表いただきました皆さん
（左から）名嘉村クリニック 米須紀子さん、 金城文之さん、

牧港中央病院 久米伸明さん、内間るみ子さん、同仁病院 大畑雪絵さん

ZOOMでご発表いただきました皆さん
（左から）山本クリニック 山本和儀先生、友利七海さん、

とぐち耳鼻咽喉科 普久原明日香さん、下門紋野さん、同仁病院 田本秀禎さん

令和３年度（第23回）浦添市医師会学術奨励賞受賞者

名嘉村クリニック 看護師
米須 紀子

受賞者氏名・所属医療機関 演 　題

新型コロナウイルス感染症の感染防止策
－発熱外来－

名嘉村クリニック 事務
金城 文之

総務の呼吸、壱の型、情報共有！
～施設管理からみえてきた課題～

とぐち耳鼻咽喉科 受付事務
普久原 明日香 コロナ禍における３密を防ぐ診療体制の構築

とぐち耳鼻咽喉科 看護師
下門 紋野 防犯・防災対策への取り組み

山本クリニック 医師
山本 和儀 ハラスメントへのメンタルヘルス支援と介入

山本クリニック 心理職
友利 七海

Defeat and Entrapment Scale日本語版
の作成と信頼性および妥当性の検討

牧港中央病院 放射線技師
久米 伸明 冠動脈造影CTの画質向上に関する検討

牧港中央病院 看護師
内間 るみ子

牧港中央病院訪問診療の取り組み
～多職種連携による訪問診療～

同仁病院 理学療法士 
田本 秀禎

Direct anterior approach（DAA）と
Anterior Minimally Invasive Surgery
（AMIS）のTHA術後短期成績

同仁病院 看護師
大畑 雪絵 A病院腎センターにおけるインシデント報告の検討

令和3年度（第23回）浦添市医師会学術奨励賞
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図2
【はじめに】
　新型コロナウイルス感染症という目に見
えぬ敵は脅威である。無症状でも感染力
があり、未だに収束の目途さえついていな
い。当院は、毎月 4,000 名程の通院患者
がおり、県外・海外出張もある働き盛り
の睡眠時無呼吸症候群の方や感染症に罹
ると重症化しやすい呼吸器疾患等の高齢
者が多く混ざり合う場所となっている為、
ひとたび院内感染が発生すれば大勢の患
者に広がる恐れがある。そこで患者と職員、
職員の家族を守るべく、各部署のリーダー
らが集結し感染対策本部を立ち上げ発熱
外来を構築した。通常外来と並行して行っ
てきた発熱外来の１年間をまとめてみた。
【目的】
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
対策としての発熱外来を設置する。
【方法】
1. 期間：2020 年 4 月 9 日～2021 年 5
　月31日
2.発熱外来の設置
　①感染対策本部の設置
　②駐車場を利用した運用
3. 感染防止対策について
　①浦添総合病院感染管理認定看護師原
　國氏による研修会。マニュアル作成・
　全体周知
【結果】
1. 感染対策本部を設置
　①発熱外来の運営管理、職員全体への
　周知
2. 駐車場を利用した運用について
　①患者のトリアージ方法を変更し、必要

　なスタッフの人数を調整した。
　②医師・看護師と患者の接触による感
　染リスクを減らす為に対面診療・対面問
　診から電話問診・リモート診療へ変更した。
　③受付から会計までの一連の流れを１Ｆ
　で完結できるようにシステムを変更した。
　④暑さ・寒さの季節に応じた物品を導入
　するなどの対策をとった。
3. 感染防止対策について
　①浦添総合病院感染管理認定看護師原
　國氏による研修会を行い、マニュアルを
　作成・周知した。
　②職員の感染は発生しなかった。
4.2020 年 4月 9日～2021年 5月 31日
　まで延べ 2,524 名の発熱外来受診患者
　を対応。
　そのうち、初回診療患者は 1,014 名で
　あった。また、1,378 件の唾液 PCR検
　査を実施し陽性者は147件であった。
【考察】
1. 対策本部を役割の異なる職種で結成し
　た事は運営上の問題点に様々な視点で
　捉え迅速かつ適切な対応ができ、１年
　間に渡って継続する力に繋がったと考える。
2.感染に対する専門的な知識が不足して
　いる状況の時は、日々の業務とは異なる
　緊張感や不安も大きかったが研修やマ
　ニュアル等を作成した事で精神的な負担
　は軽減できたと思われる。しかし、今
　後も感染状況に応じて対策を変更してい
　く必要はあると考える。
3. 通院患者だけでなく、初回診療の患者も
　対応してきた事は地域に根差したクリニッ
　クの役割も担えたのではないかと考える。

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策 -発熱外来-
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令和3年度（第23回）浦添市医師会学術奨励賞

名嘉村クリニック 外来感染対策本部　
〇米須紀子　冨里茂寿　和田久美　名嘉村若菜
牧山美千代　屋良利枝　上間菜々美　當山和代　名嘉村博
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【背景】
　クリニックは昨年、創立 20 周年を迎え
ると共に 2019 年に「なは定期巡回ステー
ション」、2020 年に「看護小規模多機能
型居宅介護末吉」、「認知症対応型グルー
プホーム末吉」、「那覇市リハビリふれあい
デイサービス」と次々に新しい事業所が誕
生した。事業所の増加に伴い職員数は
130 名（2020 年 4 月時点）を超え、総
務部としても各部署と関わる時間が増え、
関わり方にも変化が生まれた。2020 年 4
月より総務部と財務部が誕生したことを機
に、相互の業務分担ならびに役割の明確
化を目標とし総務部業務の精査を行った。
 【目的】
　総務部の他部署との業務連携・情報共
有に重きを置き、相互の協力体制の見直し
と強化、施設管理業務を皮切りに精査を
行った。 
【方法・改善策】
　グループウェアを利用して「法人設備に
関する報告掲示板」と題し、現場からの
タイムリーな “ 報連相 ” を全ての職員が確
認できる環境をつくり共有することとした。
　また、毎月開催している各部門の運営
会議とは別に、クリニック運営支援室との
会議（月一 回）、在宅リーダーミーティン
グ（毎週）を意見交換の場とし、各管理
者から過去の業務支援体制、現場におけ
る業務の弊害や改善策を互いに協同し改
善に努めた。 
【結果】
　2019 年 8月から2021年 3月末までに
65 件の設備異常報告があった。サイボウ
ズでのタイムリーな情報共有を行うことに
よって、業者対応まで至らずに職員で解決
できる案件もみられた。記録として残すこ
とで誰でも容易に検索することができるよ
うになった。こういった情報共有の場を増
やすことで、様々な相談、協力依頼も増えた。
　那覇地区在宅部門においては、以前は

総務部職員が立ち会っていたものの、施
設内職員が情報を共有し直接、業者対応
していただくことで、相互の負担も軽減さ
れた。また、クリニックのエアコンが 10
年経過する時期に合わせ一括購入し、導入
コストを下げ、設置工事も休診時間、休
診日に合わせることで時間を短縮すること
ができた。空調機の大掛かりな工事等に
ついては最終決定の場である経営合同会
議にて報告し、承認された提案に関しては
サイボウズ内掲示板を利用し全職員へ通知
し、 風通しのよい環境つくりに努めた。
　他にも、法人規程を作成し業務責任の
「うやむや化」を改善、物品発注日と配布
日の設定、情報の透明化を図った。また、
在宅センターの車両事故防止の一環として、
交通安全標語を作成し、朝のミーティング
時に出勤者で復唱することで職員へ意識
づけを行い、発生件数の軽減に繋げた。
【課題】
　総務部業務の成果は数値化することが
難しい。しかし、職員からの総務部に対
する期待は大きくなっていると日々の業務
連携から感じている。これまでは情報発
信が足りなかったことや、部門間の情報共
有が上手くなされていなかったことが原因
だったことも明らかとなった。過去の教訓
を生かし、再発防止策を立てた上で、現
場の職員と共に業務分担・精査を行って
いきたい。財務部（前担当者）から引継
ぎも早々に実施し、シェア体制の実現に期
待することと同時に職員のエンゲージメン
トが向上できる環境の整備に一躍を担うよ
う邁進したい。
【展望】
　新クリニック建設委員会が立ち上がり、
法人内での業務効率化がプロジェクトの一
つとして進められている。利用者のみなら
ず職員にとっても安心・安全・快適な環境
を整えられるよう、これからの法人の進化
に尽力する。

総務の呼吸、壱ノ型、情報共有！
～施設管理からみえてきた課題～

医療法人エイチ・エス・アール 総合運営部門 総務部 
○ 金城文之　沢田佳代　小嶺聡
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【はじめに】　
　これまで当院の受付方法は、順番受付
のため、患者様が朝早くから並んで整理
券を取り、さらに来院患者数が多い時間
帯には待合室が密になり、診察のペースも
慌ただしさを増し患者数の偏りが院長の負
担になることもあった。
　今回､新型コロナウイルス感染対策として
3 密を防ぎ、診察のペースを安定させ患者
様が納得できる診療体制を整えることを目
的として、時間予約制度の取り組み及びセ
ルフレジと Web 問診導入を試みたので報
告する。
【期間】
予約制　令和2年 5月～8月
セルフレジ導入　令和2年12月
web問診導入 令和 3年 4月
【方法】
　時間予約制を導入するにあたり、時間
予約システムの情報収集を行い、当院の
診療体制に適したシステムの検討及び導入
の際に生じる問題点の提起と解決を図りな
がら計画を立案。
　スムーズに予約制が導入できるよう診療
システムの検討を重ね、マニュアル作成や
職員のシミュレーションを行い、同時に新
たにホームページも作成して患者様への周
知も図った。
　時間予約システムが順調に稼働できた
段階から、患者様の院内待機時間の削減
を目的にセルフレジを導入し、さらに
Web問診の導入に向けて立案・実行した。

【結果】
　診療体制の見直しを綿密に行ったことで
大きなトラブルもなく患者様に喜ばれた。
　予約制導入により、患者様の待ち時間
の短縮と院長の診察のペースの負担を軽
減された。また、Web 問診を導入したこ
とにより事前に患者情報を収集することが
でき、発熱患者様と他の患者様との接触
を避け、セルフレジ導入により会計時の接
触と時間を減らすことができた。
【考察】
　令和 2 年 9 月、厚生労働省新型コロナ
ウイルス感染症対策推進本部は、医療機
関の感染管理について患者の事前予約制
の徹底を推奨している。
　耳鼻科の特性として患者様が多い時間
帯には待合室が密になりやすいため、当院
は感染拡大を防ぐ対策として時間予約制
を導入し、受付・問診・会計の診療体制
の見直しを図った。
　比較的来院患者数の少ない夏期から状
況を整えて実施したことで、患者数が増加
する冬期に向けて順調に 3 密を防ぐ対策
を講じることができた。
【結語】
　今後､患者様が増えてきた時の予約制の
在り方の再検討を重ね、これからも患者様
が安心して来院ができるよう、より良いク
リニック作りに努めていきたい。

「コロナ禍における３密を防ぐ診療体制の構築」
とぐち耳鼻咽喉科　
〇普久原明日香　屋我智香子　辺士名智恵美
金城真理子　渡口ひろみ
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【目的】
　事件や災害に備えて、患者様と職員の
安全を確保することが大切である。そこで、
当院に応じた動きができるように、職員の
危機管理の意識を高め、周知・共通理解
することを目的に、防犯・防災対策への取
り組みをチームで行ったので、報告する。
【方法】
１.期間　令和2年5月15日～11月28日
２.情報収集
　 本やインターネットより文献検索
　 職員の訓練経験
３.全体の動きのイメージ
　 防犯→暴力、暴言、強盗各々のフロー
　 チャート作成
　 防災→火災、地震及び津波各々のフロー
　 チャート作成
４.目で見て迅速に動けるスタイル
　 全体の動きを５つ（暴力、暴言、強盗、
　 火災、地震及び津波）に分け、配置及
　 び役割をイラストで行動化した図に構成
　 した
【結果】
1. 防犯･防災フローチャートを作成すること
　 ができた。
２. 防犯･防災訓練を実施することで、職員
　 の危機管理の意識が高まった。
3. 振り返りの後、非常時の動きを1つにま
　 とめ、職員に周知･共通理解することが
　 できた。

【考察】
　防犯･防災訓練共に、はじめての訓練で
不慣れな部分もあり、職員間の連携が不
十分、声かけのタイミングがわかりづらく
非常事態の知らせ方、避難･誘導時の動き
に戸惑う部分が見られたが、フローチャー
トの流れに沿って一通り行うことができた。
　山村武彦氏は、『ハード･ソフト･システム
だけでは安全は構築できない。災害は生
き物である。臨機応変に対応できるマニュ
アルや命令せずともしかるべき人に自動的
に権限が委譲できる仕組み。そして何より
重要なのは、そのしかるべき「人」を育て
ることである。』と述べている。
　防犯･防災フローチャートを作成し、訓
練を行い、全体の動きをイラストで行動化
した図を作成したことで、職員の危機管理
の意識が高まり周知･共通理解することが
できた。今後はスタッフ１人１人が指示待
ちではなく、配置された場所での役割、
判断、速やかな行動ができるシステム作り
が重要であると考える。
【おわりに】
　防犯・防災対策の取り組みをチーム７名
で業務を行いながらフローチャート作成、
訓練実施を行い、非常時の動きをまとめ
周知することができた。これからは、考察
で述べた引用の部分を参考に幅広く捉える
ことで、患者様、職員の命や心を守るに
は非常時の動きを日常から取り組むこと、
また共通理解した自主的行動をしていくこ
とが不可欠と考え、取り組んでいきたい。

防犯・防災対策への取り組み
とぐち耳鼻咽喉科
〇下門紋野　仲里明美　福田美香　久貝千枝子
照喜名亜紀　徳元奈月　鉢嶺元靖
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　「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律等の一部を改正する法律」が
2019 年 6月に公布されたことから、大企業においては本年 6月1日から「ハラスメント
防止対策」が義務づけられ、1 月 15 日には「事業主が職場における優越的な関係を背
景とした言動に起因する問題に関して管理上講ずべき措置等についての指針」が告示され
ている。
　「セクシャルハラスメント」の概念が1989 年に広まったのを機に、2001年岡田康子氏
が「パワーハラスメント」の用語を提唱してから、法制化に至るまで20 年の歳月を要した。
この間、個別労働紛争相談において「いじめ・嫌がらせ（パワーハラスメント）」が解雇
を上回るようになり、最上位の問題として浮上し、労働災害補償請求制度においても
2009 年には、「ひどい嫌がらせ・いじめ・又は暴行を受けた」や「セクシャルハラスメ
ントを受けた」が業務上の出来事として組み入れられる等の改正がなされ、2018 年度の
労災請求決定件数は、「ひどい嫌がらせ・いじめ・又は暴行を受けた」が178 件で3位、「セ
クシャルハラスメントを受けた」が54 件、9位を占めるに至っている。
　このように顕著に事例化したハラスメント問題の結果、訴訟や紛争、企業業績の悪化、
人材流失のみならず、被害者の適応障害、気分障害等のメンタルヘルス不調による休業
や生産性の低下などメンタルヘルスへの支援と介入が重要となっている。
　ハラスメント防止対策の実施において、周知・啓発による予防、相談・対応や事後措
置による介入・支援に当たって、筆者はハラスメントを誘発していることがある被害者の
側の発達障害（ASD、ADHD）等の疾病性、さらには加害者の側に認めることのある
疾病性についても適切な評価、介入・支援が必要であると考える。発表当日には、「クラッ
シャー上司」の定義の下、体系的な介入を行っている松崎一葉らの活動や、「ヒュブリス（傲
慢）症候群（デービッド・オーエン）」についても紹介した。

ハラスメントへのメンタルヘルス支援と介入
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山本クリニック/EAP産業ストレス研究所　山本和儀
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問題と目的 
　日本が先進 7 か国の中で，自殺率が最
も高い（厚生労働省，2019）等の課題を
抱えていることを背景に，我々は，個人が
自殺に至るまでの心的プロセスに関わる
“ 敗北（Defeat：「社会的地位の喪失に
関わる闘争に失敗したという感覚」）”と“エ
ントラップメント（Entrapment：「現在の
状況から逃げたくても全ての逃げ道が閉ざ
されているという感覚」）” という概念に注
目し，両概念の程度を測定する尺度である，
Defeat and Entrapment Scale（DES）
日本語版を原著（Gilbert & Allan,1998）
に基づき作成し，その信頼性と妥当性を
検討した。

方 法 
　①尺度作成の手続き：原著者に日本語
版作成に関する許可を得た後，翻訳，バック
トランスレーションを経て，再度原著者に
確認を得る手続きを何度も繰り返した。完
成したものを原項目版として調査に使用し
た。②調査協力者： A 県内の大学生 309
名（M＝19.47 歳，SD＝2.78）。③調査時
期：2019 年 9 月～ 10 月。④調査材料：
（1）敗北の程度：Defeat Scale（DS：16
項目5件法），（2）内的エントラップメント
の程度：Internal Entrapment Scale （IES：
6 項目 5 件法），（3）外的エントラップメン
トの程度： External Entrapment Scale
（EES：10項目5件法）を用いた。また，邦
訳した尺度の収束的妥当性について，
（4）抑うつ自己評価尺度（島他， 1985）
20 項目 4 件法，（5）ベック絶望感尺度 

（Tanaka et al.,1998）20 項目 2 件法，
（6）Social Comparison Scale（山城，未
刊行）10 項目 10 件法を用いて検討した。
⑤倫理的配慮：琉球大学人を対象とする
医学系研究倫理委員会にて承認済（承認
番号：1546）。

結 果 と 考 察
　①尺度作成と信頼性の検討：因子分析
の結果， 良好なモデルの尺度が作成でき
た（最終的にDS10項目（χ²（35）=165.65，
p<.01；CFI=.93； RMSEA=.11；SRMR
=.05；GFI=.89；AGFI=.83），IES6 項
目（χ²（9）=61.37，p<.01；CFI=.95；
RMSEA=.14；SRMR=.04；GFI=.94；
AGFI=.85），EES9項目（χ²（27）=90.04，
p<.01；CFI=.95；RMSEA=.09；
SRMR=.04；GFI=.94；AGFI=.89））。
また，高い信頼性が得られた（Cronbach’s
α=.92（DS），.91（IES），.89（EES））。②収
束的妥当性の検討：相関分析の結果，
Gilbert & Allan （1998）とほぼ同様の結
果が得られたため，敗北とエントラップメン
トという概念が本邦においても構成概念
妥当性を有していると言える。本研究を通し
て，DES日本語版を作成出来たことは，本
邦における自殺研究の重要な一助と言える。

主な引用文献
Gilbert,P.,& Allan,S.(1998).The role of 
defeat and entrapment(arrested flight) 
in depression : an exploration of an 
evolutionary view. Psychological 
medicine,28(3),585‒598.

Defeat and Entrapment Scale 日本語版の作成と
信頼性および妥当性の検討

〇友利七海１）,　宮里琉真２）,　伊藤義徳３）
１）山本クリニック, ２）琉球大学大学院人文社会科学研究科, ３）琉球大学人文社会学部
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【はじめに】
　2017 年 12 月に CT 装置 SIEMENS 
SOMATOM Definition Flashを導入し、
冠動脈造影 CT 検査においてメーカー推
奨の撮影条件・方法で撮影していたが、
心拍位相のズレによる段差（以下 バンディ
ング）の発生頻度が非常に多く、撮影画
像の修正に大変な労力と時間がかかるよう
になった。そこで、画像処理時間の短縮、
画質向上、読影精度の向上のため検討を
行った。
【方法】
　冠動脈造影 CT 検査において体重、心
拍数、造影剤の種類、注入条件、撮影方法、
撮影後のバンディング、体動の有無、造
影効果の評価データを収集し、評価した。
調査期間：2019 年 9月1日～2020 年 3
月31日
①バンディング対策として
　従来の撮影方法は患者様の横隔膜の動
きを抑制するために腹部をバンドで圧迫固
定して撮影していた。それに加え、胸部も
バンドで圧迫固定し撮影。
②造影効果対策として
　従来の造影剤の種類では計算上、体重
が 79ｋｇ以上の患者様には推奨の造影剤 
注入条件14sec注入、24mgI/kg/sec を
満たさない。そのため、体重が 79ｋｇ以
上もしくはテストインジェクション法（以下 
テスト）で造影ピークがはっきりしない場
合は注入時間を延ばして撮影かボーラスト
ラッキング法（以下 ボーラス）に切り替え
て撮影。
【結果】
①バンディング対策の結果、381 例中バン
ディングの発生率は、従来の腹部バンドの

みだった84.8％から39.2％となり、45.6
ポイント減少した。そのうち体動によるも
のは 64.2％から 4.3％となり 59.9 ポイン
ト減少した。
②造影効果対策の結果、79kg 以上の患
者様 78 例中、診断と画像作成に適正な
CT 値 300 以上を確保できたのは 59 例
（76％）でした。撮影方法の選択として
85kg 未満まではテストが多く、85kg 以
上はボーラスが多く有効なことがわかった。
　また CT 値 300 未満となった 19 例を
体重別で比較しても 15 例はボーラスで
CT 値 200～ 300 の範囲にあったが、テ
ストは4例ともが 200以下の低画質となっ
た。
【考察】
①従来に加え胸部もバンド固定したことで
呼吸による体動が減り、バンディングも減
少したと考えられる。またバンディングが
起きた場合でも、ブレ幅が狭く以前より短
時間での修正が容易になり、画像処理速
度が上がった。
②状況に応じて撮影方法を変更した事で
造影ピークのはっきりしない時でも最適タ
イミングで撮影可能となり、また造影剤不
足の高体重患者様に対しても限界体重を
引き上げる事ができた。
【まとめ】
　メーカー推奨の撮影方法だけでなく、
今回の様に問題点や疑問を改善していくこ
とが大切だと示す結果となった。
　調査期間にはなかった造影剤の種類も
増やしたので、今後さらに限界体重の引き
上げが期待できる。

～冠動脈造影CTの画質向上に関する検討～

牧港中央病院 放射線課
○久米伸明　赤嶺嘉　中野廣明　西平幸広　比嘉栄作　仲間進
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【はじめに】　
　当院では、ここ数年、高齢化、独居、
認知症患者の増加、慢性心不全で入退院
を繰り返す患者が増加している。急性期か
ら慢性期、在宅管理、終末期まで患者の
人生を考えた包括的な医療・看護の提供
が必要となっており、通院している慢性心
不全患者さんの包括的な支援を目標に、
2019 年より、訪問診療を開始した。
　訪問診療の導入の目的として（1）再入
院の防止（2）QOLの維持（3）家族サポー
ト（4）ACP 支援の 4 つを挙げ、在宅に
おける医療提供体制の強化を図ってきた。
　今回、当院の訪問診療部門の多職種連
携による取り組みを紹介する。
【訪問診療体制の紹介】
　訪問診療は基本的に医師、看護師、医
師事務で自宅・施設訪問を行っている。
必要時には、薬剤師や放射線技師、検査
技師、臨床工学技士が同行する場合もある。
　当院では、緊急時連絡体制の確保、24
時間往診可能な医療体制、訪問診療患者様
の緊急入院可能な病床の確保を行い、安心
して在宅療養ができる体制を整備している。
【訪問診療の実際】
　地域連携室を通して、ケアマネージャー
や家族から訪問診療の申し込みがあり、
初回オリエンテーションを実施する。オリ
エンテーションでは、家族やケアマネー
ジャーより治療経過や患者様・家族様の
意向、ADL 状況などの確認を行う。
　訪問診療時には、血液検査や心電図検
査、胃瘻カテーテル、気管切開チューブの
交換、褥瘡デブリードマン、腹水穿刺な
ど在宅療養でも病院と同じ医療の提供が
できるよう様々な処置や検査を行っている。

　コメディカルと連携し、自宅で放射線技
師によるポータブルレントゲン撮影や臨床
検査技師による心臓・腹部のエコー検査、
臨床工学技士によるペースメーカーチェッ
クやレスピレーターの管理・設定変更など
も相談しながら行っている。
　低栄養状態の患者様や経管栄養患者様
には、管理栄養士による経腸剤の選択や
トロミ剤のアドバイス、補助食品の紹介な
ど栄養全般の相談役を担っている。
　緩和医療を必要とする患者様の依頼も
あり、癌性疼痛や呼吸困難・悪心嘔吐に
対する薬物使用の際には、麻薬服用状況
や副作用の状態、オピオイドスイッチング
など薬剤師に相談しながら医師の指示確
認を行っている。院内の麻薬使用マニュア
ルも作成し、入院患者様の麻薬使用時に
も活用されるようになった。
　また、歯科・耳鼻科への訪問診療の依
頼や皮膚科・眼科などの場合は、近隣の
医療機関・クリニックへ写真によるコンサ
ルテーションなども依頼している。
【今後の課題】
　訪問診療の患者様が当院に入院する機
会も増え、入院した時から退院に向けての
取り組みが必要となり、病棟スタッフと外
来：訪問診療部門が情報共有と連携の強
化を図る必要がある。
【おわりに】
　当院の多職種連携による訪問診療の取
り組みを紹介した。今後も、地域のニーズ
に合わせ、院内・院外の連携を密に取り
ながら、急性期から慢性期、在宅管理、
終末期まで患者の人生を考えた包括的な医
療の提供ができるように努力していきたい。

牧港中央病院訪問診療の取り組み
～多職種連携による訪問診療～

牧港中央病院 訪問診療部門
○内間るみ子　伊集仁美　玉城かおり　玉城由美子

20 21浦添市医師会報　第８6号 浦添市医師会報　第８6号



Key words
DAA-THA AMIS-THA 術後成績

【目的】
　当院では、昨年から AMIS での THA を施行している。DAA-THA と比較して
AMIS-THA はより軟部組織や筋組織への侵襲を軽減し早期回復を目的の一つとしてい
る。侵襲の違いによる術後の疼痛や可動域制限の差が生じるのではないかと考え、
DAAとAMISでのTHA術後短期成績を比較・検討したので報告する。
【対象と方法】
　対象は、平成 31年1月～令和2年 4月までに当院で初回AMISを施行した37股（以
下AMIS 群）と、平成 26 年 1月～令和 2 年 4 月までに当院で初回 DAAを施行した
75 股（以下 DAA 群）の 2 群に分けて比較。各群の術前の身体能力と術後 1週目と 2
週時点での身体能力と歩行獲得率を比較。股関節 ROM（屈曲、伸展、外転、内転）、
術側外転筋力、最大荷重率、TUG、10m 歩行時間、術後疼痛強度、JOA スコア、
WOMAC の各項目を比較した。また、術後疼痛強度は術後 7 病日までと 2 週目を比較
した。統計は対応のないt検定で統計を用いて行った。
【結果】
　術前の比較では、屈曲 ROM で有意差を認めた。術後 1 週目では屈曲 ROM と伸展
ROM、荷重率と片脚立位で有意差を認め、2 週目では屈曲 ROMと外転 ROM、10m
歩行時間で有意差を認め各週・各項目でAMIS 群が良好な成績となった。疼痛評価では、
術後 5 病日目と 6 病日目で安静時疼痛と荷重時痛で有意差を認め、AMIS 群が良好な
成績となった。また、術後2週目での歩行獲得率はAMIS群72%、DAA群60%となった。
【考察】
　股関節屈曲 ROM は術前、1 週目、2 週目の全てで有意差を認めた。術後の成績は
術前可動域の影響を受けた可能性があると考えられた。術後の各方向の ROMで有意差
を認め、AMIS 群が術後早期から ROM の改善される事が示唆された。また、疼痛評
価では、術後5病日から安静時疼痛の低下を認め、荷重時や運動時の低下を認めた。よっ
て、荷重率や片脚立位の結果に繋がったと考えられる。これにより、2 週目での10m 歩
行時間でもAMIS 群の成績が良好となり、歩行獲得率で、AMIS 群が高い結果に繋がっ
たと考えられる。
　以上の事から、DAAよりもAMIS では、早い段階から疼痛の鎮静化が得られ早期か
らの歩行獲得に向けた運動療法が可能になる可能性が考えられた。

Direct anterior approach(DAA)と
Anterior Minimally Invasive Surgery(AMIS)の

THA術後短期成績比較
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図3 図4

図5 図6
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令和3年度（第23回）浦添市医師会学術奨励賞

医療法人八重瀬会　同仁病院
〇田本秀禎１）　知念さくら１）　上里翔矢１）　山内祐樹２）
１）リハビリテーション科　理学療法士　２）整形外科
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【はじめに】
　今回、A 病院腎センターにてインシデント報告、特にインシデントレベル 0（以下レベ
ル 0）の報告向上に向けて取り組んだ結果を報告する。
【対象】
A病院腎センタースタッフ15 名
【方法】
1.アンケート調査　
2.勉強会実施（インシデントから業務改善となった事例の振り返り）
3.レベル 0報告を習慣づける為、報告の簡略化を図った。
【結果】
　勉強会でレベル 0 の報告の必要性を再認識し、報告の習慣づけをすることによって、
これまで報告になかった問題点を抽出できた。
【考察】
　一般的なインシデント報告は、医療事故防止に繋がるため重要である。今回アンケー
トを実施することによって、レベル 0報告が、業務改善に繋がることが予想された。
【結論】
　レベル 0の報告は、医療事故防止の予防、腎センターの業務改善に繋がることが示唆
された。

A病院腎センターにおけるインシデント報告の検討

図2

図3 図4

図5 図6

図7 図8

図9

図1
医療法人八重瀬会　同仁病院腎センター
〇大畑雪絵　金城政美　吉浜佳菜子　川満喜美代　海田英里香　
仲村みさき　嘉手納貴暁　川邉慎也　謝花政秀　宮里朝矩
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1.代表世話人挨拶
　浦添市在宅医療ネットワーク代表世話人の山里将進先生から、第14回総会の開会挨拶
が行われた。

2.議長選出
　事務局より、代表世話人の山里将進先生を選出し、異議なく了承された。

3.議事
第1号議案　令和2年度事業報告及び決算に関する件
　事務局より令和2年度事業報告後、大濵篤世話人より令和2年度の会議がコロナの影響
で中止になったことで保険点数上変更有無の質問があり、山里将進代表世話人より現時点
ではないことを返答頂く。また、大濵篤世話人より議事録は各医療機関へ配布され、保管さ
れているのかと質疑があり、山里将進代表世話人より各医療機関へ配布しており、各々で保
管していると返答頂く。事務局より決算書について説明を行い、令和3年6月16日に監事の
狩俣陽一世話人に決算を受けたことの報告を行った。
　山里将進代表世話人より、令和2年度はコロナの影響で研修や会議の参加が出来ず支出
が少ないこともあり、コロナ終息後は研修等で使用可能と説明を頂き、各世話人より異議なく
承認された。

第2号議案　令和3年度事業計画及び予算案に関する件
　山里将進代表世話人より令和3年度事業計画及び予算案に関してご説明頂いた。国仲
慎治世話人より訪問診療の主治医・副主治医体制の件でこれまでの経緯確認があり、山里
将進代表世話人より、ネットワークの立ち上げ当初からの話題であり、これまで連携する医療
機関はあったが体制としては不十分であり今後の課題であること、また、各医療機関の電子

浦添市在宅医療ネットワーク 第14回総会報告

日時：令和３年６月２５日（金）１９：００～１９：３０
場所：浦添市医師会事務局
司会：医療・介護連携コーディネーター

第１号議案　令和 2年度事業報告及び決算に関する件　
第２号議案　令和 3年度事業計画及び予算案に関する件
第３号議案　浦添市在宅医療ネットワーク役員改選の件

代表世話人 山里 将進 先生 総会の様子

カルテが異なる為、情報共有が難しいがＩＴを上手に使用し会員で検討出来たらと返答頂く。
その他、稲福徹也世話人より医師同士の連携と同様に訪問看護師との連携も大事であるこ
と、主治医が研修等で不在の場合は、訪問看護師が副主治医と同行することで患者も安心
でき、訪問看護師との連携を図ることで医師の負担軽減が図れるとの意見を頂く。
　山里将進代表世話人より、今後も多職種連携に力を入れていく必要があると返答頂く。
引き続き山里将進代表世話人より、令和3年度の予算について予算残高があり、場合によっ
ては会費を減額することも検討出来る旨説明頂く。各世話人より異議なく承認された。

第3号議案　浦添市在宅医療ネットワーク役員改選の件
　山里将進議長より浦添市在宅医療ネットワーク役員改選について説明があり、代表世話
人を令和3年6月25日付けで辞任し、後任に国仲慎治先生が代表世話人に選任された。宮
城淳副代表世話人も令和3年6月25日付けで辞任し、在任期間を山里将進世話人が引き継
ぐこととなった。また、監事の狩俣陽一世話人の任期更新について異議なく承認された。

4．その他
　令和3年5月1日那覇市に開院されたふうりん訪問診療所の島袋高志先生の紹介があっ
た。
　以上、全ての議案についての審議が終了した
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　この度２０２１年９月１日より浦添市伊祖２丁目、メディカルプレイス伊祖５階に内科クリニッ
クを開院致しました山城惟欣（これよし）と申します。
　私は１９９９年に筑波大学を卒業し、まず沖縄協同病院で主に救急 ICU に従事するな
か消化器内視鏡にも携わっておりました。卒後８年目からは消化器内科に転向し、県内外
の病院で内視鏡全般に広く学ぶ機会を与えて頂き、２０１４年からは同仁病院で内科部長
兼内視鏡センター長として勤務させて頂きました。
　その中で強く実感したのが、この地域の医療連携は本当に素晴らしいということです。
病院、クリニック、福祉介護施設、行政が正にワンチームとなり一致団結して地域の医
療を盛り上げて行こうという連帯感を強く肌に感じて参りました。そのような地域において
クリニックを開業出来ることを心から幸せに、同時に心強く感じております。消化器内科、
胃カメラ、大腸カメラ、内科一般に幅広く対応し、癌遺伝子治療、ＮＭＮ点滴などの自費
診療部門も取り入れて参ります。
　ここで一つ弱音を吐かせて頂きたいと思います。願わくはこの時期にはコロナも収束し
元の活気溢れる社会へ戻っていて欲しいと考えておりましたが、過去最悪の状況下で開
院の日を迎える運びとなりました。きっとこれも天に与えられた試練なのだと気持ちを切り
替え、自分達に出来る事を一つ一つ取り組んで行きたいと思います。
　これまでお世話になりました同仁病院を筆頭に地域の医療機関と強固に連携し浦添地
区、ひいては沖縄の医療発展に少しでも貢献出来るよう職員一同研鑽を積んで参ります
ので、皆さまの暖かいご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

山城 惟欣サンパーク胃腸内科クリニック 院長

新開業紹介

「サンパーク胃腸内科クリニック
　開院致しました」

　このたび、浦添市医師会に入会した田中由香子です。よろしくお願いします。
　今年 7 月 1 日、大平特別支援学校の向い、赤嶺内科小児科医院跡地に「くららクリ
ニック」という名前で心療内科、皮膚科、内科、精神科デイケア、精神科デイナイトケ
アで開業しました。
　くららという名前は、私が一時フランスに住んでいた時、フランス人の友だちがどうして
も「ユカコ」という名前を憶えてくれず、仕方なく Claire と名乗っていたのが由来です。
クララは 13 世紀の聖女で闇を照らすランプを持っていますので当クリニックのロゴはラン
プにしました。
　私は那覇市の出身で高校卒業後は国費留学生として東京医科歯科大学医学部で学ん
だ後、同大学の皮膚科医局に 10 年在籍しました。その後主に北海道、東北の徳洲会
で僻地医療や札幌刑務所の医務部で矯正医療に携わり、2014 年に親の介護のために
帰沖しました。その後皮膚科以外の色々な仕事に携わり、今日に至りました。
　浦添市医師会には大学の大先輩がたくさんいらっしゃいます。浦添市で開業できたこと
は何かの縁だと思いますので、今後ともよろしくご指導ご協力をお願いいたします。

「浦添市医師会への挨拶状」

新入会会員紹介
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　この度、(医)八重瀬会同仁病院南新棟が竣工致しました。構想から10余年、紆余曲折多
かっただけにやっと辿り着けた、というのが実感です。しかし、振り返ると、やはり多くの方々の
ご厚意ご協力があってこその完成で、各位、感謝に堪えません。竣工後、職員内覧も行われ
「宇宙空間の様でファンタスティック」「素晴らしい施設が出来モチベーションが上がる」等々、
大変好評でした。介護総合施設「やえせAssemble　Garden」に続き、八重瀬会にとって、
地域の皆様方に更なる充実した医療介護提供のため、そして当法人の強化充実にはどうし
ても成し遂げなければならない必須事業でした。　
　本館と渡り廊下で繋がれた南新棟、半地下と１階は駐車場。２階・新腎センターは最新シス
テムを備えた光一杯のスペースで透析機を最大25台に増加されます。３階・手術室、中央材
料室はクリーンルーム等先進的な機能を備え室数も倍増されました。４階・ティーダホールは
倍以上の面積に、ＩＴ専用スぺース、男子更衣室、資料室が設置。引き続き本館改修が行わ
れています。　
　私自身にとっても集大成、最後の大事業になるでしょう。この工事完成で、やえせＡＧと併
せハード面は、現状、ほぼ充足できました。大事なのはこの後です、機能、ソフト面の充実にか
かります。変動激しい医療情勢、更にはCOVID19まん延異常時の中、山内裕樹院長代理
を中心に院内発生をしっかり防御し得ている等、優秀な多くの職員が居ます。心を一つに力を
合わせ、目的達成してくれる事を確信しています。

南新館（南新棟と命名）竣工
病院だより新入会会員紹介

メディカルプレイス伊祖外観 ありんクリニック小児科　待合室・プレイルーム

　諸先輩の皆様方、初めまして。松田竹広と申します。2021年9月2日、私が生まれ育っ
た浦添市で新しくオープンしましたメディカルプレイス伊祖の 4 階に「ありんクリニック小児
科」「病児保育室 nene」を開業いたしました。新型コロナ禍とはいえ、ご挨拶が遅れま
したことを深くお詫び申し上げます。
　まずは自己紹介をさせていただきたいと存じます。私は 1973 年に浦添市屋富祖で生ま
れ、育ちました。その後、高校 1 年生のときに伊祖に転居しました。仲西幼稚園、仲西
小学校、昭和薬科大学附属中学校（1 期生）、同高校（16 期生）を経て、1998 年
に熊本大学医学部を卒業し、琉球大学病院小児科に入局いたしました。熊本大学の先
輩方、琉大小児科の同門の先生方も浦添市で多く開業されており大変心強く感じており
ます。
　琉大入局後は、研修医2年目のときに半年間ハートライフ病院にお世話になった以外は、
琉大病院（大学院含め）11年半、中部病院1年間、国立がん研究センター中央病院半
年間、南部医療センター・こども医療センター12年間と、ほとんど三次医療を担う病院
で働いて参りました。また2001年からは主に小児血液・腫瘍を専門に診療をして参りまし
た。よって私の強みはバックアップしていただける三次医療機関の先生方と親しいことで
あり、弱みは地域医療のニーズや仕組み、地域社会との連携、診療の仕方等をよく知ら
ないことだと思っております。
　私が開業しようと思った理由はいくつかございますが、ひとつは小児血液・腫瘍を専攻
する後輩が増えてきたことです。もう少し後輩たちといっしょに働きたいという気持ちもあり
ましたが、３つ上に大黒柱となる先輩がいらしたので、その先輩に後輩の育成はお任せし
て、私は後輩に道を譲ることとしました。もう１つの理由は、生まれ育った浦添市で開業で
きるということです。私を育ててくれた地域に恩返しができるチャンスだと考えました。
　私は地域医療について今からどんどん学んでいく立場です。これからは新米研修医とし
て、どんなことでも一生懸命がんばっていこうと思っておりますので、どうぞよろしくお願い
申し上げます。
（最後に、趣味はジョギングとバイクです。NAHA マラソン 2 回リタイア後、2019 年に
おきなわマラソン完走、2020 年に熊本城マラソン完走しました。バイクは学生時代から
乗っており、就職後も通勤はずっとバイクで、おととし大型バイクの免許を取りました）

松田 竹広ありんクリニック小児科 院長

山内 英樹医療法人八重瀬会 同仁病院　理事長・院長

「新米開業医として
　どんどんチャレンジして参ります！」
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入会・退会・異動報告（理事会：令和3年5月～8月）

入　会

石　井　大　太
金　城　朋　弥
村　山　貞　之
皆　川　　駿
山　下　　懐
金　城　　直
玉　城　仁　巳
新　垣　陽　子
竹　内　　愛
太　田　圭　人
伊　藤　仁　人
平　山　愛　子
屋　島　福太郎
森　越　健之介
中　村　旭　宏
瀬　尾　友　太
久　保　史　弥
貴　島　　渉
上　原　　輝
福　田　一　樹
細　野　将　太
岩　田　航　右
多　田　佳　弘
　榊　　泰　臣
並　里　　俊
池　間　尚　子
池　間　朋　己
田　中　由香子
中　泉　貴　之
松　田　竹　広
狩　俣　洋　介

内科
救急科
放射線科
救急科
耳鼻咽喉科
外科
救急科
小児科
精神科
精神科
精神科
臨床研修医
臨床研修医
臨床研修医
臨床研修医
臨床研修医
臨床研修医
臨床研修医
臨床研修医
臨床研修医
臨床研修医
臨床研修医
臨床研修医
臨床研修医
内科
小児科
糖尿病内科（代謝内科）
精神科
救急科
小児科
内科

R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.5.1
R3.7.1
R3.7.1
R3.9.1
R3.9.1

浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
まちなと小児クリニック
平安病院
平安病院
平安病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
嶺井リハビリ病院
たから小児科医院
浦添総合病院
くららクリニック
浦添総合病院
ありんクリニック小児科
かりまた内科医院

氏　名 診療科目 入会年月日医療機関名

異　動

小　林　史　明
佐々木　啓　太
平　田　朋　久
勝　連　啓　介
愛　知　佳　奈
名嘉村　　敬
山　城　惟　欣

会員区分変更
会員区分変更
会員区分変更
会員区分変更、管理者就任
氏名・現住所変更
施設異動（勤務先）
施設異動（開業）

R3.4.1
R3.4.1
R3.4.1
R3.5.1
R3.6.24
R3.7.1
R3.9.1

浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
発達相談クリニックそえ～る
浦添総合病院
名嘉村クリニック
サンパーク胃腸内科クリニック

氏　名 異動事由 異動年月日医療機関名

退　会

諸　橋　優　祐
名　城　敏　人
正　木　久　美
渡　邊　　丞
石　川　　真
中　谷　芹　菜
末　松　聡　史
湯　本　一　由
宇都宮　貴　史
宮　平　　大
利　波　浩　明
菅　田　一　貴
糸　洲　友　視
與　儀　達　朗
濱　崎　佐和子
栗　原　　健
西　村　拓　也
野　明　純　汰
亀　山　泰　樹
安　里　　晨
田　中　亨　明
佐　藤　　壮

廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
その他（一身上の都合により）
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職
廃業・退職

R2.12.31
R3.1.31
R3.3.16
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31
R3.3.31

浦添総合病院
浦添総合病院健診センター
浦添総合病院
ロクト整形外科
浦添総合病院健診センター
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院
浦添総合病院

氏　名 退会事由 退会年月日医療機関名



理事会報告（令和3年5月～令和3年8月）

入会・退会・異動報告
会議・研修会等の参加・実施報告
・令和２年度第２回医療機能分化検討会議
・沖縄県医師会第１回産業医部会設立検討委員会
新型コロナウイルスワクチン接種関係情報
・新型コロナウイルスワクチン接種体制に関する浦添市・浦添市医師会・沖縄県医師会との
　意見交換会報告
今年の「うらそえ市民公開講座」について
令和3年度浦添市医師会各種表彰候補者の推薦について
新型コロナウイルスワクチン集団接種における事故の発生について
その他

1.
2.

3.

4.
5.
6.
7.

令和3年5月17日（月）19：00

入会・異動報告　　　
会議・研修会等の参加・実施報告
・沖縄県医師会第2回産業医部会設立検討委員会
・新型コロナウイルス感染症自宅療養者に対する在宅医療提供体制に関する連絡会議
・令和3年度第1回医療機能分化検討会議
新型コロナウイルスワクチン接種関係情報
・新型コロナウイルスワクチン接種事故に関する対策会議報告
・集団接種に関する確認事項

1.
2.

3.

令和3年6月21日（月）19：00

入会・退会・異動報告
会議・研修会等の参加・実施報告
・新型コロナウイルスワクチンに関する地区医師会との連絡会議
新型コロナウイルスワクチン接種関係情報
・新型コロナウイルスワクチン接種事故に関する報告（２件）
・新型コロナウイルワクチン接種に関する浦添市との意見交換
・新型コロナウイルスワクチン接種の際の外国人住民への説明用外国語版
　予診票の利用について
浦添市医師会秋のゴルフコンペ開催可否について
承認事項
・第３７回日本視機能看護学会学術総会への寄付について
・東京ヤクルトスワローズ浦添協力会年会費納付について
・令和３年度沖縄平和賞募金について

1.
2.

3.

4.
5.

第59回浦添市医師会定時総会について
令和3年度（第23回）浦添市医師会学術奨励賞について
今月の会議日程について

4.
5.
6.

令和3年7月19日（月）19：00 

浦添市医師会と牧港中央病院における新型コロナウイルスワクチン接種の現状報告と提案
浦添市における新型コロナウイルスワクチン接種の現状報告等
新型コロナウイルスワクチン接種体制等に関する意見交換
本日の臨時理事会でのメッセージ
事務連絡
・集団接種の時間、場所の変更について
・医療従事者への報酬の支払方法について

1.
2.
3.
4.
5.

令和3年6月7日（月）19：00　臨時理事会
～新型コロナウイルスワクチン接種推進に向けた浦添市医師会と浦添市による意見交換～

入会・退会・異動報告
新型コロナウイルスワクチン接種関係情報
・集団接種に関する情報
・接種事項に関する報告
新型コロナウイルス感染症自宅療養者に対する健康観察・診療体制の確保について
浦添市医師会秋のゴルフコンペの開催可否について
承認事項
・沖縄県薬物乱用防止協会への寄付について
・浦添市観光協会会費納入について

1.
2.

3.
4.
5.

令和3年8月16日（月）19：00
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事務局からのお知らせ

浦添市医師会ホームページ掲載情報について

浦添市医師会事務局
TEL：098-874-2344　FAX：098-874-2362

E-mail:info@uraishi.or.jp　http://www.uraishi.or.jp

　浦添市医師会ホームページでは会員医療機関の診療時間などを掲載し、広
く情報公開をしています。診療時間、受付時間、診療科目の変更・追加などが
ある時は、浦添市医師会事務局へご一報下さいますようお願いいたします。

うらっしー専用電話番号　TEL：０９８-８９４-２６９８

　浦添市在宅医療・介護連携支援センターうらっしーの専用電話番号を設置
しています。在宅医療・介護等についてのご相談はこちらの番号へおかけ下さ
い。FAXでのご相談の場合は、これまで通り浦添市医師会と共有です。

弔事に係るご連絡について（お願い）

浦添市医師会　TEL：098-874-2344　FAX：098-874-2362
沖縄県医師会　TEL：098-888-0087　FAX：098-888-0089

　浦添市医師会では浦添市医師会運営規定に基づき、会員並びに会員の一
親等以内の親族の方が亡くなられた際は、供花、香典と共に新聞に弔慰広告
を掲載し、弔意を表すこととなっております。
　供花等を供する際の必要事項を記入する様式を備えておりますので、そのよ
うなときは浦添市医師会へお電話にてご連絡下さい。

浦添市在宅医療・介護連携支援センターうらっしー
専用電話番号のご案内

浦添市医師会報へ掲載する表紙写真・会員寄稿
病院だより・診療所だより等のご寄稿を募集しております

寄稿仕様

　本会では会報を年３回発行しており、よりおもしろく、よりためになり、親しみのあ
る紙面作りをめざしています。
　会報の表紙を飾る写真の投稿、随筆、書評、趣味の話・・・など、先生方の多岐に
わたるご寄稿をお待ちしております。

　昨今のコロナ禍で各種講演会等が延期となり、会員間の情報共有が取りづらくな
っております。そこで、浦添市医師会報誌面を活用し、会員間、病院―診療所間の交
流や各施設の情報提供などを目的として「病院だより」「診療所だより」のコーナーを
設けております。お知らせ等お気軽にご寄稿いただけますと幸いです。
　原稿は随時募集しておりますので、メールまたは郵送にて浦添市医師会あてお送り
くださいますようお願いいたします。

　メディカルスタッフの皆様にも、本会会報へのご投稿について、どうぞお声かけ下さ
いますようお願いいたします。

①表紙の写真
　写真タイトル・表紙のことば(簡単な説明)・投稿者の医療機関名・氏名・連絡先
　を明記のうえ、浦添市医師会あてメールまたは郵送にてお送り下さい。

②随筆・書評・趣味の話・その他
　タイトル・投稿者の医療機関名・氏名・連絡先を明記のうえ、日常診療のエピソ
　ード、紀行文、書評、趣味などお気軽にご寄稿下さい。

③病院だより・診療所だより
　タイトル・投稿者の医療機関名・氏名・連絡先を明記のうえ、ご投稿ください。
　お知らせや診療についてのご案内等お寄せください。

★会報に関する問い合わせ先★

浦添市医師会事務局  〒９０１－２１３２ 浦添市伊祖３－３－１ アルマーレ１０１
TEL：０９８－８７４－２３４４　FAX：０９８－８７４－２３６２

Email：info@uraishi.or.jp

※メールでお送り下さる場合は、件名に「浦添市医師会報寄稿」とご入力下さい。
　頂きましたご連絡先は、校正等のご連絡に使用させていただきます。
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編集後記

（会員親睦・広報担当理事　藏下　要）

浦添市医師会報 2021年（令和3年）秋号　通算第86号
発行：一般社団法人浦添市医師会　発行人：洲鎌 盛一

〒901-2132 沖縄県浦添市伊祖3-3-1 101 
TEL：098-874-2344　FAX：098-874-2362

E-mail  info@uraishi.or.jp   ホームページ http://www.uraishi.or.jp

制作/株式会社スウィッチ

　毎日の暑さが少しずつ和らいで、朝夕の風が心地よく感じられるようになってきました。
会員の皆様いかがお過ごしでしょうか。
　夏の終わりとともに、県内の医療崩壊も叫ばれた新型コロナウイルス感染症の第5波
がようやく落ち着きを見せ始めました。暫しホッとしたいところですが、年末には第６波
の襲来も想定されており、医師会としてはまだまだ気を緩める訳にはいかないようです。
　浦添市と浦添市医師会が連携して進めてきました、市民向け新型コロナウイルスワ
クチン接種事業もおおむね順調に進み、浦添市の接種対象人口における接種率は県
全体の平均を上回るペースで進んでいます。医師会会員施設の医師、職員の皆様の
多大なるご協力のおかげだと思います。今後は 3 回目のブースター接種について議論
されることになると思いますが、引き続きご協力のほどをよろしくお願い申し上げます。
　今回の秋号は令和 3 年度浦添市医師会学術奨励賞受賞者の発表内容の掲載が主
体となっています。内容をコンパクトにまとめて、見開きでご覧になれるように掲載して
おります。ぜひご一読いただけたらと思います。
　また、うれしいお知らせとして、今回 3件の新規入会、新規開業のご報告があります。
浦添市医師会の新たな仲間として会員の先生方と連携をしながら、地域住民のために
頑張っていただきたいと存じます。今後のご発展を祈念いたします。
　浦添市医師会の忘年会は昨年に引き続き、今年も中止とさせていただきました。ま
だまだ会員が一堂に会して交流する場は持てない状況ですが、今後は新型コロナウイ
ルスの感染状況を確認しながら、恒例の様々な医師会行事を再開できるタイミングを
見図っていきたいと思います。
　コロナ禍の中、医師会にとってまだまだ厳しい状況が続くと思いますが、今後ともご
協力の程よろしくお願いいたします。



2021年ＦＭ21「ゆんたく健康トーク」出演予定表
（2021年7月～12月）

毎週月曜日 午後８時～９時
FM21（76.8Mhz）で好評放送中！

FM21「ゆんたく健康トーク」再放送のお知らせ 

毎週月曜日の午後8時から放送しております
「ゆんたく健康トーク」は、月曜日に放送した回を
毎週日曜日の朝6時から再放送しております。

聞き逃した回やもう1度聴きたい回をお聴きいただけます♪

浦添市医師会提供ラジオ
番組 「ゆんたく健康トーク」

5日
12日
19日
26日

たつや整形外科
牧港クリニック
なしろハルンクリニック
南斗クリニック

7月

6日
13日
20日
27日

サンパーク胃腸内科クリニック
げんか耳鼻咽喉科
沖縄療育園
ありんクリニック小児科

9月

6日
13日
20日
27日

みやざと内科クリニック
介護老人保健施設エメロードてだこ苑
佐久田脳神経外科・外科
年末特別放送

12月
1日
8日
15日
22日
29日

バリアフリーオリンピック実行委員会
キンザー前クリニック
浦添市地域包括支援センターライフサポート
比嘉眼科
浦添総合病院

11月

2日
9日
16日
23日
30日

介護老人保健施設アルカディア
牧港泌尿器科
アイビーホームケアクリニック
浦添市社会福祉協議会
徳山クリニック

8月

4日
11日
18日
25日

浦添市（こども家庭課）
宮良クリニック
マンマ家クリニック
同仁病院

10月


